
問　
不
能
欠
損
の
理
由
は
。

答　
主
な
も
の
は
、
他
市
町
村
転
出

者
で
差
押
財
産
が
な
い
者
が
10
名
、

所
在
不
明
で
差
押
財
産
が
な
い
者

が
2
名
、
自
己
破
産
し
た
者
が
1
名

で
あ
る
。

問　
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
、
最
高

額
滞
納
者
へ
の
対
応
は
。

答　

分
納
で
の
納
付
が
進
ま
な
い

た
め
、
元
年
度
か
ら
滞
納
整
理
機
構

に
移
管
し
て
い
る
。

問　

未
納
者
の
保
険
証
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

短
期
証
を
発
行
し
て
い
る
。

元
年
度
末
時
点
で
、
窓
口
預
か
り
の

9
件
を
除
き
25
件
あ
り
、
内
訳
は

3
ヵ
月
が
1
件
、
1
カ
月
が
24
件
で

あ
る
。

問　

1
人
当
た
り
医
療
費
の
金
額

と
県
内
順
位
は
。

答　

令
和
元
年
度
の
速
報
値
で

は
、40
万
2
4
5
6
円
で
高
い
方
か

ら
10
番
目
で
あ
る
。

問　

1
人
当
た
り
の
医
療
費
が
高

く
な
っ
て
い
る
が
そ
の
要
因
は
。

答　
1
0
0
万
円
以
上
の
レ
セ
プ

ト
が
増
加
す
る
な
ど
、
高
額
な
医
療

に
か
か
る
件
数
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
も
要
因
の
一
つ
と
し
て
考
え

て
い
る
。

問　

特
定
健
診
の
受
診
率
を
向
上

さ
せ
る
取
り
組
み
は
。

答　

厚
生
労
働
省
の
目
標
は
受
診

率
60
％
で
あ
る
が
、
町
で
は
65
％
を

目
標
と
し
て
い
る
。

　

近
年
、
受
診
率
は
増
加
傾
向
で
推

移
し
て
お
り
、元
年
度（
速
報
値
）は

58
・
1
％
で
あ
っ
た
。
戸
別
訪
問
に

よ
る
受
診
勧
奨
が
受
診
率
向
上
に

効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
く
。

委 員 会 審 査
　付託された元年度4特別会計決算について、慎重かつ詳細に審査を
実施した。
　その内容について、両委員長から審査報告があり、主な内容は以下の
とおり。

特別
会計

社
会
文
教
常
任
委
員
長
　
大
森
茂
彦

国
民
健
康
保
険

総
務
産
業
常
任
委
員
長
　
滝
沢
幸
映

下
水
道
事
業

1
人
あ
た
り
医
療
費
　
約
40
万
円
に
増
加

下
水
道
整
備
率
　
87
・
2
％

問　

下
水
道
整
備
の
進
捗
状
況
と

下
水
道
の
接
続
率
は
。
ま
た
、
2
年

度
で
面
的
整
備
は
完
了
す
る
予
定

か
。

答　

元
年
度
末
で
下
水
道
管
路
の

整
備
率
は
87
・
2
％
で
あ
る
。

　

ま
た
、
下
水
道
の
接
続
率
は
76
・

8
％
で
あ
る
。
整
備
予
定
区
域
の

う
ち
、
住
居
地
域
の
管
路
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
中
の
整
備
完
了
を
目
指

し
て
い
る
。

問　
受
益
者
負
担
金
の「
前
納
報
奨

金
」の
状
況
は
。

答　

元
年
度
に
新
規
賦
課
地
域
と

な
り
、対
象
と
な
っ
た
2
4
7
件
の

う
ち
、
1
6
9
件
、
68
・
4
％
が
対

象
と
な
っ
た
。

問　

県
営
水
道
デ
ー
タ
使
用
料
の

内
容
は
。

答　
下
水
道
の
使
用
量
は
、
県
営
水

道
の
計
量
器
の
指
針
に
よ
り
算
出

す
る
た
め
、
県
営
水
道
か
ら
デ
ー
タ

を
購
入
す
る
費
用
で
あ
る
。

問　

デ
ー
タ
提
供
の
内
容
と
し
て

は
高
額
で
は
な
い
か
。

答　
町
が
直
接
、
下
水
道
の
使
用
量

を
把
握
す
る
場
合
、
下
水
道
用
の
計

量
器
の
新
設
費
、
計
量
法
で
義
務
付

け
ら
れ
た
8
年
ご
と
の
計
量
器
の

交
換
費
用
、
検
針
の
人
件
費
な
ど
の

経
費
負
担
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
う
い
っ
た
点
を
考
慮
す
る
と
、

県
営
水
道
か
ら
デ
ー
タ
を
購
入
す

る
方
が
安
価
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

問　

流
域
下
水
道
災
害
復
旧
事
業

費
負
担
金
の
内
容
は
。

答　
東
日
本
台
風
災
害
に
よ
り
、
長

野
市
の
ア
ク
ア
パ
ル
千
曲
が
浸
水

し
、
ポ
ン
プ
棟
に
被
害
が
生
じ
た
こ

と
に
よ
る
復
旧
事
業
の
設
計
費
、
工

事
費
の
負
担
金
で
あ
る
。

　

処
理
場
を
使
用
す
る
長
野
市
、
千

曲
市
、坂
城
町
が
拠
出
し
た
。

議会だより　さかき　No.159 6



問　

保
健
指
導
と
介
護
予
防

の
一
体
化
事
業
の
中
で
、
地

域
の
集
い
の
場
を
活
用
す
る

こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
が
、

地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
15
グ

ル
ー
プ
で
は
足
り
な
い
の
で

は
な
い
か
。

答　

地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
だ

け
に
限
ら
ず
、
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
て
い
る
ミ
ニ

デ
イ
や
同
じ
健
康
課
題
を
持

つ
人
を
グ
ル
ー
プ
化
す
る
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
手
法
が
考

え
ら
れ
る
。

問　

健
康
づ
く
り
運
動
教
室

の
内
容
は
。

答　

町
が
行
っ
て
い
る
ス
ト

レ
ッ
チ
ヨ
ガ
教
室
や
高
齢
受

給
者
証
交
付
時
の
健
康
講
座

を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会

委
託
事
業
へ
の
講
師
派
遣
の

ほ
か
、
住
民
グ
ル
ー
プ
か
ら

の
要
望
に
基
づ
き
、
公
民
館

問　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
納
付
金
の
算
定
方
法
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
高
齢
者
の
医
療
費
が
高

く
な
る
と
、
連
動
し
て
高
く

な
る
と
い
う
こ
と
か
。

答　

納
付
金
の
内
訳
は
、
保

険
料
の
軽
減
賦
課
分
の
財
源

に
充
て
ら
れ
る
保
険
基
盤
安

定
制
度
に
係
る
納
付
金
と
、

被
保
険
者
か
ら
収
納
し
た
保

等
へ
講
師
を
派
遣
し
て
い
る
。

問　

介
護
予
防
住
宅
改
修
費

の
補
助
実
績
は
。

答　

対
象
と
な
る
の
は
要
支

援
1
又
は
2
の
認
定
者
で
17

件
補
助
し
た
。
1
件
あ
た
り

の
給
付
上
限
は
工
事
費
20
万

円
で
、
1
割
負
担
の
方
で
あ

れ
ば
18
万
円
給
付
さ
れ
る
。

問　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
の

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
際
に
、
施
設
ご
と
に
金

額
が
違
う
の
は
な
ぜ
か
。

答　

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
よ
っ

て
、
介
護
保
険
制
度
に
規
定

さ
れ
た
単
位
数
が
あ
り
、
施

設
が
独
自
に
決
め
て
い
る
も

の
で
は
な
い
。
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
で
あ
れ
ば
、
個
室
と
多

床
室
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
職

員
体
制
で
単
位
数
が
変
わ
っ

て
く
る
。

険
料
の
全
額
で
あ
る
。

　

特
別
会
計
の
納
付
金
は
保

険
料
分
で
あ
り
、
医
療
費
の

増
加
は
保
険
料
の
改
定
に
反

映
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。

問　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
に
配
置
さ
れ
て
い
る
医

療
職
等
専
門
職
は
何
名
か
。

答　

管
理
栄
養
士
1
名
と
保

健
師
1
名
で
あ
る
。

社
会
文
教
常
任
委
員
長
　
大
森
茂
彦

介
護
保
険

社
会
文
教
常
任
委
員
長
　
大
森
茂
彦

後
期
高
齢
者
医
療

健
康
づ
く
り
運
動
教
室

納
付
金
の
算
定
方
法

健康づくり運動教室（保健センター）

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
利
子
補
給
基
金
条

例
制
定

　

町
の
利
子
補
給
制
度
の
対

象
と
な
る
融
資
を
受
け
た
町

内
事
業
者
に
対
し
て
、
利
子

補
給
を
円
滑
に
行
う
た
め
条

例
を
制
定
。

　

来
年
度
以
降
の
利
子
補
給

相
当
額
を
基
金
に
積
み
立

て
、
年
度
ご
と
に
必
要
な
金

額
を
繰
り
出
し
て
事
業
に
充

当
す
る
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

6
号
）

主
な
内
容

・
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想

推
進
事
業

�

1
億
8
2
2
6
万
円

　
（
小
中
学
校
児
童
生
徒
に
、

1
人
1
台
端
末
の
配
備
及

び
大
容
量
通
信
が
可
能
と

な
る
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
整
備
）

・
温
泉
施
設
持
続
化
負
担
金

�

1
7
0
0
万
円

・
保
育
園
、
小
中
学
校
等
の

感
染
予
防
対
策
費
用
等

�

1
0
0
6
万
円

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
受

給
者
及
び
在
宅
介
護
者
へ

の
特
別
給
付
金
の
支
給

�

7
0
9
万
円

・
町
内
障
が
い
福
祉
事
業
所

及
び
介
護
保
険
事
業
所
へ

の
感
染
症
対
策
費
用
助
成

�

1
1
5
万
円

・
坂
城
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
利
子
補
給

基
金�

8
0
0
万
円

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
1
号
）

主
な
内
容

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
へ

の
ク
ー
ポ
ン
券
配
布

�

42
万
円

・
地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
活
動

を
応
援
す
る
た
め
の
衛
生

用
品
等
経
費�

19
万
円

　
7
月
29
日
の
臨
時
会
で
は
、
基
金
条
例
の
制
定
、
補
正

予
算
な
ど
3
件
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

第
2
回
臨
時
会
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